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ハンドボールの戦術的認知能力 
に関する評価基準の検討
─ボールや選手の位置に関する認知 

および戦術的先取りに着目して─
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Abstract
The purpose of this study was to confirm the validity of a scale for evaluating the cognitive abilities of players regarding 

positioning and tactical anticipation in handball. Participants were 88 athletes (age range: 18-21 years) who were divided into 
the following five groups according to handball skill: starting players in the student league, substitute players in the student 
league, un-registered players, players of other group ball games, and players of individual sports. 

Videos of tactical activities in a handball game were shown to the subjects after editing to remove any image of the shot. 
The athletes were asked to draw the position of the players and the ball and circle an area that is suitable for attacking.

A five-item scale was used to evaluate cognitive ability and tactical anticipation. The mean scores in the high-level group 
were significantly higher than those in the low-level group when considering the athletes skill level in handball.

The present findings confirmed the validity of the five-item scale used in this study to evaluate the cognitive abilities of 
players. (Tokai J. Sports Med. Sci. No. 21, 15-20, 2009)

Ⅰ．研究の背景と目的

ハンドボールのような集団競技で、熟練したプ

レーヤーは各攻防場面において瞬時に �段階の思

考段階を経た後、最適な行動を選択し実践すると

考えられる。まずプレーヤーおよびボールの位置

を確認（第 1段階＝状況の認知）し、攻撃に有利

な空間がどこにあるかを判断（第 2段階＝空間の

認知）して、どのような攻撃または防御が展開さ

れうるかを推察（第 �段階＝状況の先取り）す

る。そしてその状況に応じた行動が正しく実施さ
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れるとともに、他の味方プレーヤーが同様の判断

と行動をして初めて、個々の戦術的行動がチーム

プレーとして機能することになる。ところが多く

の場合、戦術行動が失敗に終わったとき、どの段

階での認知・判断能力の不備が戦術的行動の成果

に影響を与えたかを追及せず、トータルの結果と

してプレーを評価し、トレーニング（体力的・技

術戦術的練習）課題を設定する。プレーヤーがチ

ームにとってより合理的な戦術的行動ができるよ

うに指導するためには、プレーヤーの戦術的な思

考過程を段階的により詳細に分析し、各プレーヤ

ーに合った課題解決のための方策を見出す必要が

ある。つまり、戦術的行動が失敗に終わったと

き、その原因が “状況や空間認知の失敗” 又は “状

況の先取りの失敗” など思考過程によるものか、

体力的能力に関わる “行動実践の失敗” によるも

のかを正しく見極め、それぞれの課題に適したト

レーニング計画を立案し、実践するべきである。

位置や空間の認知能力に関する研究では、幼児

が空間を認知する時機を探る研究 1 ,  2）や、近年

ではロボットによる空間認知の研究 �）などが盛

んに行われている。位置や空間に関わる認知能力

の重要性は、スポーツ分野においても注目されて

いる。岡本 �）は、ハンドボール競技やラグビー

競技を例に、 1対 1の攻防場面での空間認知能力

について言及している。ところが、ハンドボール

競技やラグビー競技のような集団競技では、敵味

方全員およびボールの位置や空間を正しく認知し

て初めて、状況に応じた的確な行動を実施できる

ので、集団的戦術という視点による認知能力を検

証することの意義は大きい。西原、生田 
）らは、

サッカーの指導者による空間認知状況とその予測

に着目して検証し、「奥行きをもって観るワイド

ビューの図」として捉えられる点を報告している

が、その認知能力を評価するまでには至っていな

い。

本研究に先がけ、ハンドボールの試合場面を撮

影し、その画像を編集することにより、選手の戦

術的認知能力を評価できる点を示唆 �）した。こ

の方法を用いて、戦術的認知能力と先取り能力を

５段階で評価する方法を開発し、その有効性につ

いても報告した�）。これは、VTR画像を編集し、

ハンドボールの攻防場面を何度でも再現できるよ

うにすることにより、多くの被験者に対して同一

の実験条件下で客観的な評価ができるものであっ

た。その際の評価基準は妥当性を示唆するもので

はあったが、被験者がハンドボールの経験者のみ

に限定されていたため、評価基準の妥当性をより

詳細に検証する必要があった。

そこで、本研究はさまざまなスポーツ競技者を

対象に、ハンドボールにおける戦術的状況の認知

能力および先取り能力を調査し、評価基準の妥当

性を検証した。

Ⅱ．研究方法

本研究はすでに報告 �）した、ハンドボールの

熟練者による分析結果と、その他のスポーツ経験

者の分析結果を比較するため、以前に採用した画

像を用いるとともに、同一の評価基準で被験者の

認知能力を評価した。研究の概要は以下に示した

通りである。

１．試合場面の撮影と編集

世界選手権大会の決勝場面を、コートの上方か

ら固定カメラで撮影した。撮影に際し、画像は研

究のみに使用することを条件に、世界ハンドボー

ル連盟の許可を得た。

撮影した各攻撃場面のうち、シュートに至る数

秒前で画像が消失（マスキング）するように編集

した。

２．被験者

被験者は、すでに調査済みの学生 1部リーグに

所属するハンドボール競技者2�名のほか、ハンド

ボール競技以外の集団球技経験者2�名、集団球技

以外の競技経験者��名の総計��名とした。

ハンドボール競技の経験者は、最も認知能力が

高いと思われるスタート選手、認知能力がやや低
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いと思われる試合の控え選手、試合未登録選手の

�グループに分けていた。そこで、ハンドボール

競技の選手ではないが、選手の位置や攻撃スペー

スなどの認知能力が要求されると思われる集団球

技経験者グループと、集団戦術の認知能力を要求

されないと思われる集団競技以外の競技経験者グ

ループを加えた 
グループを設定した。

３．実験の手順

ハンドボールの攻防場面をプロジェクターによ

り大画面で映写した。被験者は各シュート場面の

直前で消失した画像から得た情報をもとに、以下

に示す内容について��秒間で記述するように指示

された。

1）攻撃者と防御者やボールの位置を瞬時に認知

できる能力を検証するため、攻防場面が消失し

た瞬間の攻撃者（◎印）・防御者（△印）およ

びボールの位置（・印）を記述させた。

2）攻撃または防御すべき空間を瞬時に認知でき

るかどうかを検証するため、攻撃で有利な地域

（防御態勢に不備があると思われる地域）に大

きな楕円を描かせた。

�）画面消失後どのように攻撃が展開するかを推

察する能力について検証するため、シュートに

至る攻撃展開の可能性を記述させた。記述に際

し、シュートに至る攻撃の可能性を複数ケース

推察することが重要で、そのうちの 1例が正解

であることが望ましい旨を伝えた。

解答用紙にはコート図が描かれており、プレー

ヤーやボールの位置を記号で示すよう指示した。

図 1は、実験前に被験者へ提示した解答例であ

る。

４．分析観点

本研究は、位置や空間の認知能力、攻撃展開の

推察能力に関わる評価基準を追検証することにあ

った。大学 1部のハンドボール競技者を対象には

すでに検証し、その評価基準がハンドボールの競

技レベルを評価する上で、有効であることを示唆

した。その際、競技レベルに相当する評点を以下

の五段階に設定した。

評点 
…日本のトップレベルプレーヤー

評点 �…日本リーグ・大学トップレベルプレー

ヤー

評点 �…大学レベル・高校トップレベル・他の

集団競技トップレベルプレーヤー

評点 2…他の競技選手

評点 1…競技スポーツの経験なし

そこで、この評価基準を用いて他競技者を評価

し、ハンドボール競技者の評価と比較することに

より、評価基準の妥当性を追検証した。

図 	　回答例
Fig. 1　Example written responses
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５．評価基準

表 1はハンドボール競技におけるプレーヤーや

ボールの位置を認知する能力に関わる評価基準表

（評点と評価内容）、表 2は攻撃に有利な空間を認

知する能力があるかを評価する際の評価基準表、

表 �は画面消失後の攻撃展開を推察する能力を評

価するための評価基準表である。

６．統計処理

被験者のうち、ハンドボール競技者を競技レベ

ルで �群に、その他の競技者を集団球技の競技経

験者 1群、集団球技以外の競技経験者 1群の計 


群に分け、その評点について一元配置の分散分析

を用いて比較した。

Ⅲ．結果と考察

以下に示す図 2、図 �、図 �は、既に報告した

ハンドボール競技者の位置および空間の認知能

力、戦術の先取りに関する分析結果�）に、ハンド

ボール競技以外の競技経験者の分析結果を加えた

ものである。

１．位置の認知について

ハンドボール競技の攻防場面で、瞬時に位置を

把握できるかどうかは、その後の適切な戦術行動

を保障する上で重要である。そこで、シュート直

前に画面が消失した際に、プレーヤーやボールが

評点 評　価　内　容
5 選手やボールの位置を正しく認知し記述できる。
4 選手やボールの位置をある程度正しく記述できる。
3 選手やボールの位置を記述している。
2 選手やボールの位置を部分的に記述している。
1 選手やボールの位置がほとんど記述されていない。

表 	　選手とボールの位置を認知する能力に関する評価基準
Table 1　Criterion for evaluating the ability of a player to recognize player’s positions on the court

評点 評　価　内　容
5 攻撃に有利な空間を正しく認知できる。
4 攻撃に有利な空間をある程度正しく認知できる。
3 攻撃に有利な空間の方向（コートの左・右）が合致している。
2 攻撃に有利な空間の方向（コートの左・右）が逆である。
1 攻撃に有利な空間が記述されていない。

表 2　攻撃に有利な空間を認知する能力に関する評価基準
Table 2　Criterion for evaluating the ability of a player to recognize a zone in which an attack is suitable

評点 評　価　内　容
5 攻撃を正しく推察し、複数の展開例を記述できる。
4 攻撃を正しく先取りできているが、他の展開例がない。
3 推察される複数解答の1つが記述されている。
2 攻撃を推察し記述しているが正解が無い。
1 攻撃展開の記述がない。

表 �　攻撃の展開を推察する能力に関する評価基準
Table 3　Criterion for evaluating the ability of a player to anticipate an attack
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コートのどこに位置していたかを記述させ、評価

した結果が図 2である。

ハンドボール大学１部リーグにおける競技者の

スタートプレーヤー（HB Aグループ）による位

置に関する評点の平均値（�.��±�.��）は、スタ

ートメンバー以外の選手（HB Bグループ �.��±

�.�� HB Cグループ �.��±�.
1）に比べて、有意

に高値を示した。ただ、ハンドボール競技のスタ

ート選手以外の HB Cグループによる評点平均値

が、集団球技以外の競技者による評点平均値

（NCBGグループ2.��±�.��）に比べ、有意（P＜

�.�1）に高い数値を示したものの、ハンドボール

競技以外の集団球技を専門とする競技者（CBG

グループ）による評点平均値の間に有意な差は見

られなかった。これは、敵味方が入り乱れて攻防

を展開するような集団競技では、コート上の選手

やボールの位置を正しく認知することが要求され

るので、ハンドボール競技の場面でも自己の競技

経験による技能が生かされているものと思われ

る。CBGグループの評点平均値は、NCBGグル

ープに比べ有意（P＜�.�1）に高値を示した。

位置に関する評点は、ハンドボール競技におけ

る大学 1部リーグのスタート選手のグループが最

も高く、次にハンドボール競技のスタートプレー

ヤー以外のプレーヤー、ハンドボール競技以外の

集団競技プレーヤー、集団競技以外のプレーヤー

の順に低い値を示した。この結果は、５段階評価

による評価基準が妥当なものであることを示唆す

るものである。しかし、集団競技以外のプレーヤ

ーの評点平均値（2.��±�.��）は、設定した評点

2.�よりも大きな数値となったことから、より細

かな評価基準の検討をも促すものとなった。

ただ、本研究で位置の認知能力を評価するため

に設定した評価基準は、以上の評価結果から、ハ

ンドボールの競技レベルを評価する上で妥当であ

ることを示したと言える。

２．空間の認知について

シュートの直前に消失した瞬間のプレーヤーと

ボールの移動状況から、攻撃に適した箇所を推察

し、解答図上に楕円でマークするように指示した

結果を、評価基準に従い５段階評価し図�に示し

た。

位置の認知に関する結果と同様、ハンドボール

競技のスタートプレーヤーによる位置に関する評

点平均値（HB A �.��±�.��）は、スタートメン

バー以外のプレーヤーの評点平均値（HB B �.��

± �.2�、HBC �.2�± �.��、CBG 2.�2± �.��、

NCBG 2.
2±�.
�）に比べて、有意（P＜�.�1）

に高値を示すことが明らかとなった。ハンドボー

ル競技者のうち、空間認知の評点平均値が低値を

示した HB Cグループと、ハンドボール競技者以

外の競技者（CBGグループ、NCBGグループ）

図 2　選手とボールの位置を認知する能力に関する評点平均値
Fig. 2　 Mean scores for players’ ability to recognize other 

players and ball position

HB A … Handball starting players group
HB B … Handball reserve players group
HB C … Handball 2nd-stringer players group … P＜ 0.01
CBG … Collective ball game group
NCBG … N on Collective ball game group

図 �　攻撃に有利な空間を認知する能力に関する評点平均値
Fig. 3　 Mean score for players’ ability to recognize a zone in 

which an attack is suitable
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の評点平均値の間に有意差（P＜�.�1）が見られ

たが、ハンドボール競技者以外の CBGグループ

と NCBGグループ間の評点に有意差は見られな

かった。

以上の結果から、本研究で採用した空間認知能

力を評価するための評価基準は、ハンドボールの

競技レベルを評価する上で有効な方法と言える。

また、本研究で指摘する空間認知能力は、ハンド

ボール競技の特性を反映する技能であることを示

唆するものとなった。

３．戦術的先取りについて

敵味方やボールの位置を認知し、攻撃に有利な

地域を見抜き、その後の攻撃がどのように展開さ

れるかを推察し、解答用紙に記述するよう指示し

た結果を集計したものが図 �である。

ハンドボール競技者グループ間の戦術的先取り

能力は、位置の認知能力および空間の認知能力を

評価した結果と同様、競技力の高いグループ（HBA 

�.��±�.��）が競技力の低いグループ（HB B �.2�

±�.22、HB C �.2�±�.�）に比べ評点の平均値は有

意に高値を示した。

一方、ハンドボール競技者のうち、空間認知の

評点が低値を示した HB Cグループと、ハンドボ

ール競技者以外の競技者（CBG 2.�
±�.�1、

NCBG 2.��±�.��）の評点の平均値間に有意差（P

＜�.�1）が見られたが、ハンドボール競技者以外

の CBGグループと NCBGグループ間の評点の平

均値に有意差は見られなかった。

以上の結果から、本研究で採用した戦術的先取

り能力は、ハンドボールの競技レベルを評価する上

で有意な方法と言える。また、本研究で指摘する戦

術的先取り能力は、ハンドボール競技の特性を反

映する技能であると推察できることが分かった。

Ⅳ．まとめ

ハンドボール競技者やその他の競技者を対象

に、位置や空間の認知能力や戦術的先取り能力を

評価した結果、ハンドボールの競技レベルが高い

グループほど評点平均値が高値を示した。

以上のことから、本研究で採用したハンドボー

ルの戦術的認知能力に関わる５段階評価の評価基

準は、競技レベルを正しく評価する基準として妥

当であることが明らかとなった。
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図 �　攻撃の展開を推察する能力に関する評点平均値
Fig. 4　Mean scores for players’ ability to anticipate an attack
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